
令和８年秋の全国火災予防運動 

 
11 月９日（月）から 11月 15日（日）まで、秋の火災予防運動を実施します。 

この運動は、火災が発生しやすい時期に火災予防を広く呼びかけ、火災の発生を防

止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失などを防ぐことを目

的としています。 

 
出典：総務省消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/） 

http://www.fdma.go.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国の住宅火災発生状況（令和７年） 

 

お近くの消防署・分署にお問い合わせください。 

住宅火災によって令和７年は９７０人の方が亡くなっており、そのうち半数近くが逃

げ遅れによるものです。また、亡くなった方のうち４人に３人は高齢者となっています。 

出火原因別でみると、 

１位 たばこ 

２位 ストーブ 

３位 電灯電話等の配線 

となっています（死者が発生した住宅火災）。 

住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぎ、いのちを守るために取り組むべき【住宅火災から

いのちを守る１０のポイント】を紹介します。 

https://fire.miyako.iwate.jp/wordpress/wp-content/themes/gyouseikumiai/info_pdf/2026akikasai.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連リンク 

政府広報オンライン【記事】「住宅火災からいのちを守る 10のポイント。「逃げ遅 

れ」を防ぐために。」 

総務省消防庁「住宅用火災警報器を設置しましょう。」 

逃げ遅れを防ぐために 

火災が発生したときに逃げ遅れを防ぎ命を守るために、発生を感知し知らせる【住宅

用火災警報器】の設置が重要です。また、設置がすべての住宅に義務付けられてから１

０年以上が経過し、機器の電池切れや故障が懸念されます。 

万が一火災が発生した場合に、正しく作動するよう点検を行いましょう。 

住宅用火災警報器の設置効果 

令和３年から令和６年までの４年間に失火を原因とした住宅火災について、住宅用

火災警報器の設置効果を分析 

 

◎死者数・損害額 ⇒ 約 半 減 

◎焼損床面積   ⇒ 約６割減 

住宅用火災警報器を設置すること

で火災による死亡のリスクや延焼

範囲を大幅に減少できる効果が出

ています 

 出典：総務省消防庁ホームページ（http://www.fdma.go.jp/） 

https://www.gov-online.go.jp/article/201603/entry-7683.html
https://www.gov-online.go.jp/article/201603/entry-7683.html
https://www.fdma.go.jp/relocation/html/life/juukei.html
http://www.fdma.go.jp/

